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鹿島砂丘地帯における地域進化の一類型ー波崎町若
松地区・須田の場合ー















は太平洋， i'4と南は利棋)1に出し， ~とは +ljl 十回 IUT に接
する。利根)1の士山芋は銚子市である(第 11;%1)。波Ilj;f
Ilfは， I判端のj魚 i"l: を 11J心とする 11ニi が~IIJM-IHT を I(~; くと，
は， 鹿，ljfJ砂丘j也市:，こ{心:itオー る波1(，jIlf)'i松i也























































































鹿島lm根三出村 W~ ・鹿出 lilTi1~三日 1) れ T，と懇意にな
り，五Ji'II開発に若手することになったらしし」大F11
新EB~J主宗助以下回人より， 11~三 m村の!lt i\li 人fJ l-;I[:.
エ門とiJI受人'¥:1'誌にあてた『為lfY_特設定，tiE丈ノ
のヰIで，太田新国Jli先の林士1・1主生J.1)， J;~li j訪湖;三カ
















田1211T1反4畝13歩， :Jl 5 Ilfj'7反 3畝13歩，宅地 l





















ら治、である。 肢も IWJ~色の j!Iい i誌の材料 11 新 !11 では， Jil 
IJ之網漁業の独'~l という何発地主の意向はより明瞭で
あったω。






















J出1'>(Jil IJL ~I[J漁業の興|庄の --)J ， 砂 LÎ'， X:J j' l:F1の民業 IYJ
j京Jt~ は，話灯、一年子i を 12年も要したことから均一j らかな
ように，泣 III を通じて劣:~;:な条 íl-Iごにあった。 11:1 は










i リ jーi市 WJ における仔[1:日新 IJI の ~I:- 完;形態は， 九1~ :<1((I~に
は江戸時代とJiiJじであった。しかし， r!:戸時代にJヒ
べると，地曳網漁業の比重がキ1片(灼に小さくなり，
その代わりにi定業の比重が1'，~: Jまった。以 f， U'~l'i E日






















































年)には村!大j有力 j支 i己からも J也曳車両 I~ìol ii立と I~I 寄り也分


























区分 F重 1語 作付反別 収穫高(石) filli~，[ (P=I) 
回
梗 米 75，1600 l警353 23，675 
半面 米 17.7200 284 4、607
落花生 94.6800 378，720 (斤) 20.830 
夏 -1:1- ヨ者 10.3000 25，500 (貰) 1.030 
桑 来. 6.5000 14，950 0空) 1，138 
イ乍 大野小菜豆類・瓜五日 6.8600 1.029 tlH 
大 麦 43.5000 609 . 3.654 
先 f東 麦 3l. 5000 315 2，520 
麦 24.5000 196 1.960 




「波IJ奇IlT資料 1 J P， 229 
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'1:.鰯や|てものが志向の曳き子に i世l~(.分配された佐， ;Ji; 
に並べられて ~Ff#.弱にされた。 ll:f!.'~~ は 1 ヵ月ほどで 1二
しあがり，主に栃木県なとJの内I;!tltljへIUi1:j'された。
販売額から必要符究をl徐し 1た利益金が， まず株主 7


























してみよう o !~l fr: J長であった H家の耕作juifuは，
EJが約]IJ，対1が約 21l1Jであったo j:1JJでは，夏作と
して落1'E~L と IJ惑が 1 IUTづ、つ作付けされ，冬イ11:とし
て麦が2iHJ作fjけされた。米のJi.当たり l以来は 3
4 i九友は 3i~H ì~ilJ支で、あった。 I:'::j 小作成で、あった T




に~-1TI1 杭!支 2 )i_ほとずrられたという。 /J、fl.:Jlさで、あっ


















第3去 五松村における ì:. 安出花物{乍i.J- l iI í fi't の.fíi~ 移
作付 IIfH (Ji) 
作物名 19091ド 19501r 1 9601r 
水 fiTI 3‘005 3、361 2.919 
大友 716 259 678 
持!左 670 1‘066 527 
/J、友 131 ]‘992 3司169
1: "布一 340 2‘789 3‘624 
法イとそ1:. i、433 l司037 1.264 
!ly }J¥ 33 125 640 
ピーマン 29 













































数えるまでになった。当時:の;1'[IE新11]0) __-j'!，:I~の i二 j也
利用・長官M を 1876年 (Ilj~dì 9年)の地り1tj~ Iヌ1II)によ
り復元したのが第 2121である。 1ヌI:{i仁にはられる丘、
しにと地が， 1m 完I~~mf!者の ;ÚIB/I~;'il\比七で、あり， この部

































)J， )此砂の被 ~ij iーを与えたのであった。 lilj: J~~JiJ!.引;には，
j也1'.緋J?.({l，のための納)"1';:を見ることカfできる。















め，少なくとも i代に 1IiJは 水I百Yiを15-20C111 





はより|説草花になった。この{乍業は， ] 2)'Jから 3月に
かけての民間関に，結または家政労働でわ:われた。














を使うので， --fIJIの I~ÆEEI とも考えられる口これによっ























は日脱立 jよ向s入ゐ:可H巾トむJi古川;オI~口山;日iMiH」i;1 ，:一 1主礼i七江訂~汀抑州4求判{司|i':汗;
のj地也j械或は日脱a包巨，1向|じ臼j誌占|日間;I担:1発とi判軌|刊胤リ札Lを-争つにして， 組設WI~~:民染
地域に!~'， )ili に発注するが， _j二に述べたことは，その
ための悲昨がl!えにj位J&内部において同完成されていた
ことを示している。
ところで， IJt: 向地方…;17では， 1954 :í' f に民業 )l!~~;tt
~}引rili rll-倒が策定された。これは f特殊リ1~'i;\' )Jt ，i，'，)IN 日1;
土地改良事業』といわれたもので，この地方の563
戸の農家によって土地改11組合カf目立;ιされた。ここ
ではまだ，民業 I JlJ 発が----~則的に考えられていた D さ
らに1957年には U)JLI，'eb判部民業ノド干IJ'Jf京:.J]がHI-jlij
された。これは， !ft ，1;，) IT _Lj、I'?iの140.907111T広をiWiPX
しようとする Ij{菜~nl-fíIjí で、あった。しかし，出家のf!
l:¥1主i1i¥!:や返済l!Jjl恨の延長を求める段以との訓牲がつ
かなし、うらに， 1960年に茨以liJが， u'IJt山irfi'f ; '，: J色
h主総台IJlBcの構惣』をすを去した。こhによって， こ
のj也j或一部;ではJ:うねjfJ発がniJ!(Iiにおしだされてきた
21jo そして1962:i'ミには，1誌lij);iu:J:業Jm':lj jD J& j¥J-
~lJ í tとj が決定された。これは. 1在汚の佳品交と約
3司300l1aの 1:業)fJ也i主J.X:によって，人仁130jJ人税j支
の大 );~m な臨海工業j也;jj: を造成しようとするもの
で，波1;.rIT .千ql桝IT. J[ ，i."J ITにまたがる約 2hha 






















このIlH 党のお~!~~.~'i， f;~ J血や出家労働))の il，;~少なと，
t21: にとって(i i~Ë(I(J な l;~; ~g~~ ばかりではなかったn と
ころで. 1ft ，1") IJlJ発の桜本J:IJ念は. u';n.I'_!lij全』のJil
J& を述 i没することにあったといわれている。I>!U~H
づむと三 I~行して， むと米の 6:，I;Jにi"え少した民j也で14iiの
近代化をはかるために. 1963:i'ドにり14が，1，')I~~I; ilj 
L業j也lliJJ:.ìßJ主に f、1': う民業経~r~'~.え flりJ 誌のNlitU.，j を抜









しかし， )&I.!ll: を交けた民家がたとえ ---r~l~ で、あったと
ころでも， このことは子外生iトド=.)1計Y(王引f巨:
f気J式~)注主を一一一 Jlj~~l計fづj リ伯強d虫i め' この地域の施 i没I~ι1J21t地域への
本みにJ(rlj(をかけることになったと考えられる。二大








が刀、速に ilif 及し，このj也 j或の施設 l{tl~2 はピーマン佐
々?でイにぶされるようになった。
このJiliJ或におけるピーマンのj主よi'lは. 1949:i'fにカ
リフォルニアワンダ-H[がヰー 人され， l~t;+j也栽Jì} され
たのが始まりといわれている。 しカか、し， 当初初Jμは止ム
!揺U引抗u却|ドiの4抗j託;としてIJ小jト卜、V一#規j品;2日{児にJ出jれH砧;日込:Jされたり， キュウ 1)



























対'HfωぷfI;f!，関誌'-'h与がI/t!Jit1け9+1~ょっrlll~(ql?W1m S ~~ 






















ι〉ミ'Î=-ンシ*~ごj百ìl0 -::;'l~ ~ ~Í:O(;ユベF主完{ごj:Ii}三年平主
£主三‘芋?刊号五(ρ主(1"'Þ/てムースミ~京L‘区;fj~了(ρで













(%) -o:j (去-，I.-}:1T iiJi(:c!1ω日:1;苓‘諒;1ω+o(u-:-'/¥'I二L寸
「?、 】??? ?ー 80 70 ?
???75 
~\ 61:;(1 i皮 111有Illj"における WJ)& 合宿!の ~fí;ft
(:j':_ J)点リ11~.f:Il i'本/主 N~ 行I~firl による)
近代化資金や自己資金によって導入されたものと考
えられる。このように，民業近代fとのための助成は，
ピニールハウスでのピーマン法上;'~:~C)Jt の í i'( J~~!'II)斐 1);]
とは古いがたい。助成は むしろそのlij段|府IYJな契
機であったと解釈することができょう。
1 967{j三に組織された j皮 111 (，í.llln{d;f~t知 jl~l[i日恒子己述令会





り， tll}来指定産j也生ji(tHT;1J:近代化とJ{業が始まり， 4，: 
杭 (1せな発 }J( カ "~fì まったっとりわけ，その 'jr 来の -11
として， 1972年に llj'.~~物 JUJël討に n 動/Li尖肢が I与人
されたことは， );_きな刺激となった ~n iくz これによっ
て， il ~と，労働力の r 分を'i l( していた Jd尖・ +11;1~の
手作業が有かiL，frJ~能不は JI~ylt!(1<)にIr寸Lしたο こ
のほか， 1970 ~r 代{を'1'-.灯、F年の1乏));~地 li立をもったビ
ニールハウスの E主人も， ピーマン を1[心とした
地ぷI~tl ~!~: }l.'t 'j(~ 先 i主のJl;UO))J となったコ
1980{j'.J:、1;示、 このj也h主のピーマン j主よ;'1は安〉ιlUJに
人ったといわれているυ1983{j:には，波IJ;，IIiJのピー
マンはり、ー のJ;YIW，j !i(J1自のH1"とを乏けた。 しかし， …h 
では~/ ;-子ゃ i三 ~IJ' との !ìíつ也 I i\ J 段(?の ií;iit ， Il:.ji(.i白剰
に1'1'う "iJ)jIlli十件のf'/i，;j'i， .i主fノ'1:!~;':}I~ ~;t ~~といった!日J:Híも以
u化し，近年では， rι1;0~分 ii士。):(;':11よからもスイカや
メ口ンをより多くえ1Iみ fT わせたり.イヒ }!f'~主 Ji';' をI;.fìめ




ス」杭の導入以後， ~cJJ0.カ {I;.fì まったと i -iわれている口
こjしは， 7)Jにリli1JI':i!Li::寸ー ることによって， 3)jカ、
ら12)]にわたってkJtJI'r]JIx.tをできるもので、あったヮ
しかし， 1970年{じ 1 1 句:~になると，長 ~if り11・ Jfi: の jfIJ ;jJiJ ピー
マンカf市j坊にでまわるようになり， ¥{立了!の'l以しく
なった。そこで， 11:.((:1:の増大と t¥Ui"iJりJIUの延長を
料!って t'トサグリーン1 と『サンテル』という 11
H~がJ5i 人された。 I前ìí詩;むi名F は 4 )月3カか、ら 7)月3にカか、けて1又?投生
さiLる
lロ2)凡jにカか〉けて 11は又対干稚芸される J担F抑仰f司叩1下|ド川!日叶巾刷H市制糾lil出l刊市|月j 松よん[[汁11点f~ で、ある O また，
1970年代絞:'l'~ には IIZ: I)ム没1Jli!をもっハウス I)'J で杭よ伝
される iJtl&A;Q J行椛 F さきがl ナネ~RJ]が i主人された。こ
れは， 10)jから'W年の 7)，] にかけてほほJ.iJ年収穫IlJ
{iEな11t1fi_である口このようなピ一マンJん訂!日の多t様革f化ヒ
lはま，ピーマン j主主;J)" の ~Ú~/t~~. 対Jヰf を 111) めたばかりでなく，
ピーマンと他の作物とのおjみ介わせーの11¥を1:げ，
ピーマン栽J;? を Ij~1心とした地設l剖よ1!4 業発出の IJ;( iJijJ
)Jとなった。
ピーマンの技I奇は， '1. iJ心主で、は， まず12)jI十!





































































rìíï i!じで、は，五十jjî生区におけるピーマン j主J;";' を II~I'L、
とした施設陶芸j見栄の発j主;f:I~;]~を牧討した。ここで
は，そのうち，とくに 1=j1須田と須出浜を例に. 1976 
年ならびに 1983年の従業基本調子f~'ilf県と 1m き JI\( りおii
栄に;Jíl~づき，施設l主i E民家の続件と就業形態の変化
を検fi;j'しよう。
まず 1:ド須 EEI の状況をみてみようはí~ 4夫九ここ






スによるピーマン・スイカ j主.t~1 を ))11 えた出家カ{]S
戸、この組み合わせからタバコを欠く民家が13戸を
数えていた。露地スイカを H)t~:する 11と~ ~(が 3
しているが，その抜J?がほぼiLiえつつある:1幻7Lを示
している円 また， ijJdt. lj-一世;ーやたイヒ'1二や鈴j也スイカ
についで if(裂なli.611作物で、あったタバコは， まだ裁
j:;-'，~ ilt家数こそ15戸も伐イヂしているが， その'jざさは{i'
























第 -1J{ '11 ~fi III における民家の経JF~・ lî! Jfi l ! の変化 Uìí. fíi: : yi) 
水fi五十 水fiIi十タノtコ十 Jj寸前十
その他~\t J也スイカ ゼーマン・スイカ ピーマン・スイカ
業 。 。 2 V川筋 3 9 (1) 7 (1) 20 
業季節約労務 。 6 (1) 5 (2) 12 
3 15 13 34 


























































培而誌は， r:jJ須田の[iJ:J':I~ と比較すると 2 分の l で























7]¥. fiu 水稲十ピーマン ~f; j也スイカ 水稲十露地スイカ その他十ヒー てノン +ピーマン
24i 業 。 。 。 。 。 。
兼l恒常的勤務 2 2 5 6 3 18 
業季節的労務 2 2 6 10 21 












し mfTliF~ より有利なま正J!:~~ !/~ ft主をイ1・していたからと
考えられる。このことは， 存[11iJミが， 115UFE!ペコ州在{
mペコ京丸![1]といった刊一カ柴芯』を付村としてJ&ι
したり、マ集決』であるという 'M~ ~とに 1I1 ヰとする口制
1 dí~ において却i:12 した民家Jli~;Î は ， )vjイ{lUI 地J目立の小
さい}!;_{Iで、あった。
もう一つの変化は，施設I~tl去の発注と集約化に↑l
うj見通〈の就業形態の変化であった。 I、1/Xi Jl~l 家は，
1976年にはrj:lmlIIにおいても， mlrl?Jí~においても，









;k~ こ， こうした施itJ: 1主!去のゾミ 1~1i~を 'lï例出家を通し
てみてみよう口ここでは ピーマンとスイカを手JLみ
合わせたJl!J:家の事例を取り上け、ることにする。 1:1創
出の A 家は 6 人家政で • jj1:荷主(50政代)と:}I(50代)
と長男 (20代)が農業に従事し，長!J:.(20代)が初:，，:;;，，(¥<)
勤務についているo jijr有耕地は;j(I王150a. 'WI135aで





入る。 2月下旬にうζ植し 4 FJT'Ii]からl!:Y.碓カ{(ltiま
る。収穫期には延べ14，5人を!記Jlし. 7 j ~くまで収

















第81χ1 IHlll!1 /¥まの 1-，地Ji)イiと士一j忠干iJIJ
( 198'11f ;))J J}U也，JI.告による)
けたところへ刺す。 27-28"Cに保ったすf'!'J、ゥス
で3月までj五百させ. m:心・胞JJ~ した，ハウスへた村!
する。 3Pl 11"リ 4月1111)にかけて受粉， 3月末よ



















波崎mrでは. 1966年に J;~mt繋 1f!HiHi進委u会が発足















1斗こかけて， ~l'( lll 地区北部のp可 ~ÚIJl ・ ~Ú1 iJi;・仁i←I九2
1で、整備事業が尖施された。しかし，その南部の京
~l'i ITl ゃいI[OJ_~では出家の反対にあって，まだ 1: ~jí.が
されていなし、。 ItliIN)j枠制とえi;_行して， )IJノk





















b). JJ~在の土地平IJ jFJ とお::ITB~
mHIの大部分では，前述したIUil場整備卒業の結果，
ノド1:1. -J:I!.林地が法制t に IJ~己タIJ した従来の~'.j1m-Fm Jl
;日制は(約 91支1)， 12<~両・整備された耕地をもっ，見
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写:$T;J ビニールハウス 098G.lI'-1 }J) 
liJ 1;J. 5111 のリI~H;I! fl(Jなビニールハウス。
H身、JI{を最大にするため，市liYlilJきに住て










写真 6 ピーマン共撰iYr(1986年 1)]) 
IEl須fH家跡、に建設されたピーマンの共J究
所。 1972年に t~l 動包装機が蒋入され，作業:
能;y:~が飛躍的に l向上した。 M:盛期には， 1 
1330 人以J二の婦人J\ー卜を J11~J I Jし，了、OOCl
和以!こを処理する。
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写真 7 荒地 (1986il三1月)
集約i切な施設l選J5_~の進展に伴って，既存
の労{動力では経営しきれない余剰の土地が
生じてきた。その結果，ビニールハウスと
荒地が並存する特異な景観がU¥JYlした。
写真8 耕地整理後の長制(1986年 1月)
耕地繋里1によって，従来の士IJ.掘下EB. 
松林がifHEする景観が，見通しのきく開放
的な景ifJtに変化した。松林が伐採されたti
果. 1:当りは良くなったが， J武芸を受けや
すくなったという。
写真 9 都市的景観の出現(1986it汀月)
須田の北部では区画整理事業が行われ，
住宅，工場の進出がみられる。それらは，
どニールハウスや未利用地と混在してい
る。
